
ローレンツモデルの時間応答関数 
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より　のときは

則、図の積分路をとる　のとき下半平面で正

　とすると、

 

 

 

 

 

 

 

・  ・  
    

x  

y  

00sinsincos  t,e tRtiR 

 

・ ・ 

C 



補足：ローレンツモデルの近似式 

る）項が優勢な項として残第項のみ考えればよい（のときは第

のとき無視できる項に比べ第非共鳴項項のフーリエ変換第

の近似式

以下に説明

か？でないのは時間応答関数が実関数

：ステップ関数のフーリエ変換これは
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補足： 
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